聖戰へ捧げる赤誠[footnoteRef:1] [1:  1941年10月9日付『京城日報』夕刊] 


朝鮮臨戰報國團　各道に支部設置
[bookmark: _GoBack]忠 (ちう)烈 (れつ)なる皇軍 (こうぐん)將兵の奮 (ふん)闘 (とう)に應へて吾等もすべてを捧 (さゝ)げよ――と、在城半島 (たう)人側 (がわ)有 (いう)識 (しき)階 (かい)級 (きう)が聖 (せい)戰 (せん)にのぞむ高らかな意氣を赤誠 (せい)一つに凝 (げう)結 (けつ)させてさきに結 (けつ)成した朝鮮 (せん)臨 (りん)戰 (せん)報國團 (だん)は、熱 (ねつ)火と燃 (も)ゆる口舌を武 (ぶ)器 (き)に全鮮 (せん)に呼 (よ)び掛け、或は街頭 (とう)に豆 (まめ)債 (さい)券 (けん)を抱 (かゝ)へて飛 (と)び出し實踐 (せん)の大道を歩むなど、その運 (うん)動方針 (しん)はますます基 (き)礎 (そ)を固 (かた)めて來たが、旣 (すで)に規 (き)約 (やく)も整つたのでこれを全鮮 (せん)に波 (は)及させるため各道に一支部 (ぶ)を設けることになり、近く左記日程 (てい)の通り準 (じゆん)備 (び)委 (い)員を各府邑に派 (は)遣 (けん)し、同時に各派 (は)遣 (けん)員が中心となつて各地で盛 (さか)んな講 (こう)演 (えん)會を開き、二千四百万萬民 (みん)を一人殘らず臨 (りん)戰氣構 (かま)への軌 (き)道にのせることになつた。
出會場所　集會時日　　　　委員到着時間　　　　　　　派遣委員名
春川邑　　十月十八日　　同日午前十一時四十五分　　　高元勲、李晟煥
大田府　　十月十日　　　同日午後三時廿三分　　　　　朴基孝、李晟煥
清州邑　　十月十一日　　同日午前十一時六分　　　　　同上
海州府　　十月十一日　　同日午後一時三分　　　　　　崔麟、金思演
平壌府　　十月十三日　　十二日午後三時卅分　　　　　高元勲、朴興植
新義州府　十月十一日　　同日午前五時五十四分　　　　金川聖、朱耀翰
咸興府　　十月十四日　　同日午前十時十分　　　　　　韓相龍、金東煥
清津府　　十月十五日　　同日午前八時　　　　　　　　同上
大邱府　　十月十八日　　同日午前五時五十八分　　　　金時權、李光洙
釜山府　　十月十九日　　同日午前九時五十二分　　　　同上
全州府　　十月十八日　　同日午前七時五十四分　　　　金□洙、辛泰嶽
光州府　　十月十九日　　同日午前九時廿九分　　　　　同上

